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一
面
：
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
！ 

 
 

 
 

新
１
年
生
の
錦
城
生
活
が
ス
タ
ー
ト
！ 

二
面
：
今
年
で
錦
城
は
開
校
60

周
年
！ 

 
 

 

現
在
ま
で
の
歴
史
を
辿
る 
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むらさき草 

４
月
７
日(

木)

に
、
徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
も

と
、
第
60

回
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
留
学
生
１
人
を
含
む
新
１
年
生
５
０

５
人
が
新
た
に
錦
城
生
の
一
員
と
な
っ
た
。 

 
 

(

編
集
部
共
同
取
材) 

春
休
み
に
、
ド
ラ
マ
『
ラ
ジ
エ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
』
を
視
聴

し
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
主
人
公
の
五
十
嵐
唯
織
を
は
じ
め
と

す
る
８
人
の
放
射
線
技
師
が
、
検
査
を
通
し
て
患
者
に
潜
む

病
を
見
つ
け
出
そ
う
と
奮
闘
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
直
接

治
療
の
で
き
な
い
技
師
た
ち
が
必
死
に
患
者
と
向
き
合
う
シ

ー
ン
の
数
々
に
心
を
惹
か
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
学
校
と
い

う
１
つ
の
空
間
内
で
、
決
し
て
多
く
な
い
人
数
で
協
力
し
合

い
日
々
活
動
し
て
い
る
私
た
ち
新
聞
委
員
会
編
集
部
に
通
ず

る
も
の
が
あ
る
気
が
し
た
▼
こ
の
ド
ラ
マ
を
通
し
て
特
に
自
分
が
大
事

だ
と
感
じ
た
こ
と
は
「
雰
囲
気
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
」
で
あ
る
。
検

査
の
際
は
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
て
分
担
し
、
素
早
く
高
精
度
の
写

真
を
撮
っ
て
い
き
、
そ
れ
以
外
の
と
き
に
は
、
個
性
豊
か
な
技
師
た
ち
に

よ
る
面
白
い
や
り
と
り
や
唯
織
の
恋
模
様
も
描
か
れ
て
い
て
「
や
る
と
き

は
協
力
し
て
全
力
で
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
思
い
切
り
楽
し
ん
で
」
と
い

う
雰
囲
気
が
あ
り
良
い
組
織
だ
と
感
じ
た
。
良
い
結
果
は
、
良
い
雰
囲
気

や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
の
だ
と
思
う
▼
私
た
ち
編
集
部

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
思
い
返
す
と
、
昨
年
度
は
メ
リ
ハ
リ
が
あ
ま
り
な
く

「
報
・
連
・
相
」
も
徹
底
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の

ま
ま
で
は
決
し
て
雰
囲
気
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
良
い
組
織
と
は
い
え
な

い
▼
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
調
べ
て

み
る
と
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
で
は
「

20
％
ル
ー
ル
」
と
い
う
業
務
時
間
の

20
％
を
自
分
の
担
当
業
務
以
外
の
こ
と
に
費
や
し
て
も
良
い
と
い
う
取

り
組
み
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
作
業
時
間
と
自
由
時
間
を
明
確
に
区
切
る

な
ど
の
工
夫
を
す
る
こ
と
も
大
切
な
の
か
も
し
れ
な
い
▼
新
し
い
こ
と

づ
く
し
の
新
学
期
が
始
ま
っ
た
。
新
た
な
教
室
、
新
た
な
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、

新
た
な
授
業…

。
そ
し
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
例
外
で
は
な
い
。
我
が
編
集

部
に
も
新
た
に
１
年
生
が
入
っ
て
く
る
だ
ろ
う
▼
引
退
の
時
は
刻
一
刻

と
迫
っ
て
い
る
。
最
上
級
生
と
し
て
、
昨
年
度
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
て

新
聞
制
作
を
教
え
、
後
輩
た
ち
が
皆
で
協
力
し
合
い
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

活
動
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
も
実
践
し
て
み
た
い
。 

 
 

(

麦) 

  

期
待
と
不
安
を
胸
に
入
学 

 

花
曇
り
の
中
、
60
回
生
と
な
る

新
入
生
が
登
校
し
て
き
た
。
緊
張

と
期
待
の
入
り
混
じ
っ
た
表
情
で

校
門
を
く
ぐ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
昇

降
口
前
の
「
入
学
式
」
と
書
か
れ
た

看
板
前
で
写
真
を
撮
っ
て
い
る
新

入
生
と
、
そ
の
保
護
者
も
多
く
見

ら
れ
た
。 

 

そ
の
後
の
入
学
式
は
電
車
の
人

身
事
故
に
よ
り
１
時
間
遅
れ
て
の

ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
無
事
に

留
学
生
１
名
を
含
む
５
０
５
名
の

新
入
生
が
錦
城
に
迎
え
入
れ
ら
れ

た
。
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん

だ
新
入
生
は
保
護
者
と
教
職
員
の

拍
手
の
中
、
し
っ
か
り
と
し
た
足

取
り
で
第
一
体
育
館
に
入
場
し
、

呼
名
で
は
新
入
生
の
声
が
大
き
く

響
い
た
。 

  

自
立
し
た
３
年
間
を 

 

阿
部
一
郎
新
校
長
先
生
は
、
新

入
生
に
向
け
て
「
自
ら
進
ん
で
行

動
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
勇

気
を
出
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く

だ
さ
い
」
と
話
し
た
。「
失
っ
た
も

の
を
探
す
の
で
は
な
く
、
今
あ
る

も
の
を
活
か
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
話
し
、
今
を
大
事
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
想
い
を
強
調
し
た
校
長

先
生
。「
受
験
に
要
る
、
要
ら
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
授
業
か
ら
吸
収
し
て
ほ
し
い

で
す
」
と
新
入
生
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。 

 

新
入
生
代
表
と
し
て
誓
い
の
言

葉
を
話
し
た
田
口
莉
功
さ
ん(

１

Ｂ)

は
ま
ず
「
新
入
生
の
た
め
に
盛

大
な
式
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。「
錦
城
生

と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
先
生
方

や
保
護
者
、
先
輩
方
に
恥
じ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
１
つ
１
つ
の

こ
と
に
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
た

い
で
す
」
と
意
気
込
ん
だ
。 

 

１
学
年
主
任
の
太
田
剛
先
生
は

始
め
に
「
新
入
生
、
ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ

ｅ
で
す
！
本
当
に
待
ち
わ
び
て
い

ま
し
た
」
と
新
入
生
を
歓
迎
。
蔵
王

へ
の
修
学
旅
行
で
の
メ
イ
ン
と
な

っ
て
い
る
ス
キ
ー
を
話
題
に
挙

げ
、
上
手
い
ス
キ
ー
ヤ
ー
は
雪
山

を
信
頼
し
て
い
る
と
話
し
た
太
田

先
生
。「
お
互
い
裏
切
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
一
旦
信
頼
し
て

み
て
ほ
し
い
で
す
」
と
新
入
生
に

呼
び
掛
け
た
。「
上
手
い
ス
キ
ー
ヤ

ー
の
よ
う
に
３
年
間
を
信
頼
の
も

と
、
滑
っ
て
い
け
た
ら
な
と
思
い

ま
す
」
と
締
め
た
。 

  

新
入
生
が
意
気
込
む 

 

「
友
達
が
で
き
る
か
ど
う
か
不

安
で
す
」
と
緊
張
と
し
た
面
持
ち

で
語
る
安
谷
屋
萌
香
さ
ん(

１

Ｌ)

。
入
学
式
を
振
り
返
っ
て
「
学

年
主
任
の
太
田
剛
先
生
が
明
る
く

面
白
か
っ
た
で
す
」
と
語
る
。「
行

き
た
い
大
学
が
も
う
決
ま
っ
て
い

る
の
で
、
大
学
入
試
ま
で
し
っ
か

り
準
備
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
す
の
は
泉
堅
翔
さ
ん(

１
Ａ)

。

泉
さ
ん
は
弓
道
部
か
ワ
ン
ダ
ー
フ

ォ
ー
ゲ
ル
部
に
入
り
た
い
そ
う

だ
。
ま
た
谷
田
川
亮
祐
さ
ん(

１

Ｌ)

は
、
小
学
校
か
ら
続
け
て
い
る

の
で
テ
ニ
ス
部
か
、
英
語
が
し
ゃ

べ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
の
で
Ｅ

Ｓ
Ｓ
部
に
入
り
た
い
と
い
う
。
谷

田
川
さ
ん
は
「
学
生
の
本
業
で
あ

る
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
学
年
主
任

の
話
で
学
校
生
活
す
べ
て
が
学
び

に
繋
が
っ
て
い
る
と
あ
っ
た
の

で
、
目
の
前
の
こ
と
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気

込
ん
だ
。 

 

  

３
日
間
で
英
語
力
を
養
う 

 

２
月

19
日(

土)

～

21
日(

月
・

祝)

に
か
け
て
、
書
道
室
に
て
Ｉ
Ｓ

Ａ
主
催
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス

プ
リ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施
さ

れ
た
。
生
徒

41
名
と
留
学
生
６
名

が
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

司
会
・
進
行
を
務
め
る
外
国
人
講

師
の
Ｌ
ｕ
ｉ
ｓ
先
生
の
指
示
の
も

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
で

交
流
を
行
う
。
初
日
と
２
日
目
は
、

留
学
生
と
の
軽
い
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
や
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
の

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た
。
序
盤

は
緊
張
し
て
い
る
生
徒
が
数
多
く

い
た
が
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
留
学
生
と
の
会
話
や

こ
れ
ら
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
通
し
て

徐
々
に
打
ち
解
け
て
い
き
、
２
日

目
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
に
こ
や
か

に
会
話
を
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

た
。
最
終
日
に
は
２
人
１
組
に
な

っ
て
「
あ
な
た
は
将
来
、
国
際
社
会

で
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
き
た

い
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
最
初

は
不
安
そ
う
に
し
て
い
た
生
徒
も

含
め
、
全
員
が
堂
々
と
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
最

後
に
、
Ｌ
ｕ
ｉ
ｓ
先
生
が
学
生
時

代
に
恩
師
に
言
わ
れ
た 

“If 
it 

is to be, it is up to be.

”

（
も
し
何
か
が
起
き
る
と
す
る
な

ら
、
そ
の
結
末
は
君
の
手
の
中
に

あ
る
）
と
い
う
言
葉
を
、
錦
城
生
へ

贈
っ
た
。 

  

留
学
生
と
錦
城
生
が
振
り
返
る 

 

現
在
政
治
に
つ
い
て
勉
強
し
て

い
る
、
香
港
出
身
の
Ｋ
ｒ
ｉ
ｓ
ｔ

ｏ
さ
ん
は
「
生
徒
の
皆
さ
ん
に
楽

し
ん
で
ほ
し
か
っ
た
の
で
、
笑
顔

が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」
と

話
す
。「
心
と
体
の
ゆ
と
り
を
大
切

に
。
皆
さ
ん
の
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
語
っ
た
。

「
楽
し
み
つ
つ
、
会
話
に
対
す
る

自
信
を
も
っ
て
」
を
本
セ
ミ
ナ
ー

の
目
標
と
し
て
い
た
Ｌ
ｕ
ｉ
ｓ
先

生
は
「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
円
滑
に
進
み
ま
し
た
。

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
時
枝
寛

太
さ
ん
（
元
２
Ｉ
）
は
「
最
初
か
ら

最
後
ま
で
楽
し
く
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
語
る
。
ま
た
、
川

本
和
千
代
さ
ん
（
元
１
Ｃ
）
と
松
下

美
咲
さ
ん
（
元
２
Ｃ
）
は
「
も
し
次

に
こ
の
よ
う
な
機
会
が
設
け
ら

れ
、
出
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
出
た

い
で
す
」
と
口
を
揃
え
た
。（
桜
） 

 

プレゼンテーションの

準備をしている様子 

１年生の登校の様子 

クラス名簿をもらい、自分のクラスを確認する 

５７回生の山口明日香さん(元３Ａ) 、浦矢健太さん(元３Ｃ)、木

戸大翔さん(元３Ｃ)、山田祐菜さん(元３Ｄ)が小平市にまつわるパン

フレット１５００部を制作した。制作した経緯は、推薦ですでに大  

学が内定した 3 年生たちが４人グループを作り、グループごとに

テーマを決めて探究していくという内定者講習だそうだ。 

現在は小平駅に置かれており、校内でも職員室の前にて自由に手

に取ることが可能だ。実際にパンフレットを手に取った生徒は「学

校に通学する以外であまり小平のことについて詳しく知らないた

め、知れて良かったです」と話す。また、パンフレット制作の反響

は小平市民から多く寄せられ「知らないお店を知れてよかったです」という声や、ツイッターに感想を書

いてくださった方もいたそうだ。リーダーの山田さんを中心に「小平を盛り上げよう」というテーマを設

定してパンフレットを制作したという。山田さんは制作した感想を「構成やレイアウトを研究したりする

のが面白かったです」と語った。                               (歩) 

57 回生が制作した 

「小平のココ知ってますか」 

「目の前のことすべてを 

全力で頑張りたいです」 

徹底し、体調管理に気をつけましょう！ 

今年度も、手洗い、消毒、マスク着用を 
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来年、錦城は 60 周年を迎える。これに先駆け、

新聞委員会編集部の 59 回生の企画として、校内の

歴史ある石像・石碑について紹介する。普段目に

しているあの石像は、誰が、どのような目的で建

てたのだろう。また、現在の錦城について生徒に

インタビューを行った。伝統と革新の狭間で揺れ

動く、錦城のこれからの姿とは。(59 回生共同取材) 

 

正門付近で錦城生を毎朝出迎えてくれるモニュメントがある。そのモニュメ

ントの名前は『望』。「第１回の卒業式にちなんで、その記録を残したい」という

思いから、第１回の卒業式に間に合うように学校の校歌と共に制作された。ま

た、この『望』の制作者は東京藝術大学の教授であり、大正７年に錦城中学校を

卒業した我々の先輩にあたる山本富市氏。本来、どの高校も寄贈品を製作する

際は業者に依頼するのだが「業者と錦城生の間に血を通わせたい」という思い

から、山本富市氏に依頼。制作過程では制作コストの問題や期間の問題などが

多くあったそうだが、見事な作品に仕上がった。そして、１９６６年３月１日、

１回生の卒業式が挙行された日の午後 2 時に除幕式が行われた。この『望』に

は「若者は望をもつものである」という願いが込められている。今回の取材で、

今まで我々が朝に何気なく見ていたモニュメントにも、実は込められている想

いがあるということが判明した。皆さんも、ぜひこれを機に、込められた想いを知った上で、『望』をもう一度見て

ほしい。これまでとは違った一面が見えるかもしれない。                       (桂) 

堂々と天を仰ぐ『望』 

る。制作者は

彫刻家であ

る相武常雄

氏。相武氏は

かねてから

本校と縁が

駐輪場から出て右側の中庭に『飛

躍』という名の、随所にフクロウやト

ンボといった鍛金彫刻があしらわれ

た総金属製のモニュメントがある。こ

のモニュメントは、小平錦城の開校４

０周年を記念して作られたものだそ

うだ。錦城はまもなく開校６０周年を

迎えるので、およそ２０年前に作られ

たことになる。『飛躍』という文字には

「錦城生が社会に大きく羽ばたいて

ほしい」という願いがこめられてい

「Kinjo」と読める 

校門を入ってすぐの中庭に、金魚の池と隣り合った『三四郎』と彫られた

石碑を、一度は目にしたことがあるのではないだろうか。また、同時に疑問

に思うだろう「なぜ『三四郎』と彫られているのだろう」と。この石像は、

遡ること２３年前、当時錦城が男子校だった時の最後の世代、３４回生の卒

業記念品として建てられた。三四郎とは、３４回生の「３４」と、夏目漱石

作の小説『三四郎』の主人公、小川三四郎がかけられたものとのことだ。ま

た、この三四郎は３４回生の学年だよりのタイトルとしても起用されてい

た。当時の学年主任の先生によると「小説の主人公、三四郎が数々の困難に

立ち向かい、乗り越えていく姿から、三四郎のように錦城生にも苦悩を乗り

越えて、苦しくも楽しい高校生活を送ってほしい」という思いを込めてタイ

普段は車で隠れている 

錦城の校歌が作られたのは、今から約５６年前。男

子校として開校してから、３年目のことだった。１回

当時の想いを今に伝える 

あり、相武氏の厚意とＰＴＡの援助によって、このモニュメントの制作が実現した。実はこ

のモニュメントを真上から見ると筆記体のアルファベットで「Ｋｉｎｊｏ」と読めるそう。

事務室前にある新校舎西階段の６階付近からが最もよく見えるので、ぜひそれぞれの目で確

かめてみてほしい。                              (香) 

 

トルに採用したそう。また、そこから派生し

３４回生は「三四郎学年」と呼ばれるように

もなった。そして、三四郎学年が卒業する際

に、保護者が中心となり話し合った結果、卒

業記念品として三四郎の石碑が制作され

た。日々忙しく勉強や部活に追われ、逃げ出

したくなる錦城生も少なくはないだろう。

生の卒業式を前に、

卒業生を校歌と共に

送り出したいという

思いから、当時教頭

を務めていた中須賀

哲朗先生を中心に、

錦城の先生方によっ

て作詞が行われた。

だが、そんなときは三四郎の石碑を見ていつの時代も

歴代の先輩達が苦悩から逃げず、立ち向かってきたこ

とを思いだしてほしい。きっとあなたも踏ん張れるは

ずだ。                   (歩） 

 

構成としては、１番で２・３年生が新入生(＝友がら)に激励の意を込めて歌い、２番で１・２年生

が卒業生たち(＝先進)を称え、３番で全員(＝同窓)が一緒になって、学校や自分たちの未来を歌い

上げている。当時は有名な作詞家に校歌の作詞を依頼するのが一般的だったが、自分たちの高校に

マッチした校歌を作りたいという思いから、敢えて独自の作詞を選択したそうだ。職員会議での歌

詞の承認を経て、続いて作曲が行われた。作曲は、当時神田の錦城学園高校で音楽の教員を務めて

おり、東京音楽学校(現東京藝術大学)の出身であった間紀徹先生に依頼。間紀先生はよく多摩川の

川原を歩いて作曲されることが多かったが、同先生によると、錦城の校歌は、広い川原の空気を吸

いながら歩くうちに３行目の歌詞のメロディーが流れ始め、一気に完成に至ったそうだ。間紀先生

自身が校歌を歌ったレコードも作られたそうだが、文化祭で貸し出しをしていた際にひびが入っ

て割れてしまい、現存はしていない。生徒の反応も上々で、体育館横の通路にピアノを置き、間紀

先生の指導の下、皆で校歌練習を行ったそうだ。間紀先生は「校歌・応援歌などは、昔は１つの学

校にたくさんの歌がありました。その学校の歌を皆で歌うことが、これからの時代もっと盛んにな

って欲しいです。共通の歌を歌うことで、皆の気持ちが１つに繋がると思います」とメッセージを

残している。私たちも、歌詞に込められた思いを汲み、先輩方が紡いできた歴史に思いを馳せなが

ら、唯一無二の校歌を歌い継いでいきたい。                      (金) 
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(

桂) られた意味に関しては現在も不明。調査中だ。  (香) 

 

昇降口を出て正門へ向かう途中、

『飛躍』の横に古風な街灯が見え

る。これは、５０回生が卒業記念と

して寄贈したものだ。最終下校時刻

が近づくと、周囲は暗闇に包まれ、

視界も悪くなる。そんなときこの街

灯は、私たちの身の安全を守り、心

も明るく照らしてくれる。  (金) 

 

駐輪場を出てすぐ右側、自然林

にひっそりと石碑が建っており、

大きく『夢』と彫られている。こ

れは４３回生の卒業記念品とし

て建てられたものだ。普段、他の

石像などが強調されてなかなか

目立たない『夢』。なぜ『夢』と彫

ュメントがある。銘は『飛翔』

といわれ、青木三四郎さんに

よって制作された。黒味がか

かった楕円形の石の中に親子

の鳥の像が彫られているのが

特徴だ。まじまじと見ている

とモニュメントの中に引き込

まれるような感覚を味わうこ

とができる。     (桂) 

 

 

２号棟の昇降口前に、独特な雰囲気を醸し出すモニ

校門を入ってすぐ右側

に、少女が体育座りをして

鳥と見つめ合っている石像

がある。この石像は、２８回

生の卒業記念品として学校

に寄贈されたものだそう

だ。しかし、その名称や込め

錦城生の描く夢 

ひっそりと佇む 

『飛翔』 

見つめる先には… 
私たちを 

照らしている 

新１年生が入学し、多くの生徒が入部先を探していると思い

ます。そんな新１年生が今、必要なのは部活動の情報です。実

際に活動している部員にしか分からない各部活動の魅力を新
聞に載せて発信してみませんか？紹介してほしい部活は、新校
舎７階の生徒会室、またはお近くの編集部員まで。お待ちして
おります！              新聞委員会編集部 
 

られたのかは不明で調査中だが、少なくとも歴代の錦

城生にとって「夢」という存在が大きかったというこ

とは、確かにこの石碑が証明している。     (歩) 

② 

④ ① 

③ 

正門 

自
然
林 


